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24 億 6,459 万円

分担金・負担金　　３億 1,360 万円

28 億 6,268 万円

使用料及び手数料　　 ６億 173 万円

その他１億 6,413 万円

諸収入        11 億 569 万円

平成 26年度のおもな事業

( 単位：万円 )

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
農 業 共 済 特 別 会 計 18,913 18,945 △ 32

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引 翌 年 度 
繰越財源

実 質
収 支 額

国民健康保険特別会計事業勘定 799,316 754,607 44,709 44,709

国民健康保険特別会計直診勘定 22,516 20,928 1,588 1,588

介護保険特別会計保険事業勘定 618,101 605,816 12,285 12,285

介 護 保 険 特 別 会 計 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 6,401 6,186 215 215

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 81,356 79,712 1,644 1,644

訪問看護ステーション特別会計 2,169 1,859 310 310

下 水 道 特 別 会 計 385,696 367,658 18,038 304 17,734

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 360 309 51 51

駐 車 場 特 別 会 計 1,465 1,361 104 104

合　　　計 1,917,380 1,838,436 78,944 304 78,640

会　計　名 収益的収入 収益的支出 差　引

水道事業会計
208,909 208,278 631

資本的収入 資本的支出 差　引
86,560 134,248 △ 47,688

※水道事業の資本的収支（差引）の不足額については、過年度分損益勘定
留保資金４億 2,823 万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整
額 4,865 万円で補てんしました。

( 単位：万円 )

( 単位：万円 )

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける
公営企業の会計

歳
入

「誇りのもてる住んでよかった丹波市」平成 26 年度のまちづくりテーマ

事業のために借りたお金の返済金

平成
　　  年度

26 決算報告

　平成 26 年度　丹波市の決算概要をお知らせします

前年度に比べ 83 億 6,406 万円増額となりま
した。増額の要因として繰入金（237.4％増）
や寄付金（943.5％増）の増額があげられます。

総額 466億 369万円

① 一般会計 福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計② 特別会計 特定の事業を行うために一般会
計と区別して処理する会計

地方譲与税　  、地方消費税交付金 　 、自動車取得税交付金　  、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴルフ場
利用税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

　　その他交付金等　13 億 2,881 万円

前年度に比べ 61 億 6,310 万円増額となり
ました。８月の豪雨災害に係る災害復旧事
業、一般廃棄物処理施設建設事業、こども
園施設整備事業などの増額が要因です。

総額 419億 3,815万円
歳
出

【用語解説】

国庫支出金・
県支出金

市が行う特定の事務事業などに、国や県から
交付されるお金

市債

地方交付税　 市の財政力に応じて国から交付されるお金
財源は、所得税・法人税・酒税・消費税・たばこ税

地方譲与税 国税として徴収した税を地方に配分するお金

地方消費税交付金 消費税 8％のうち、地方分１.7％の半分を県に、残りの
半分を人口等に基づき市町に配分し交付されるお金

自動車取得税
交付金　 自動車取得税の一部が県から交付されるお金

分担金・負担金 特定の事業費の一部を利用者や受益者が負担するお金

使用料及び手数料 　公共施設使用料や各種証明手数料など

諸収入 収入の性質によりいずれの科目にも含まれない収入を
まとめたもの

公債費
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大きな事業をするときに借りるお金

総務費

・丹波竜活用事業（繰越分含）　３億 6,753 万円

・情報システム管理事業　１億 9,109 万円

・防災行政無線整備事業（繰越分含）　３億 632 万円

民生費

・児童手当支給事業　11 億 732 万円

・保育所運営費　10 億 6,141 万円

・幼保一元化事業（繰越分含）　17 億 9,184 万円

衛生費

・地域医療対策事業（繰越分含）　２億 4,127 万円

・施設共通事業　３億 6,101 万円

・一般廃棄物処理施設建設事業（繰越分含）  　39 億 6,097 万円

農林水産業費

・中山間地域総合整備事業（繰越分含）　１億 2,892 万円

・多面的機能支払交付金　8,975 万円

・木質バイオマス利活用事業（繰越分含）   　9,213 万円

商工費

・商工振興事業　５億 6,453 万円

・企業誘致推進事業　6,860 万円

・指定管理者導入施設管理事業（繰越分含）　8,324 万円

土木費

・道路維持修繕事業（繰越分含）　２億 1,601 万円

・国庫交付金等道路整備事業（繰越分含）　４億 4,559 万円

・大手会館改修事業（繰越分含）　１億 8,589 万円

消防費

・消防団管理事業　１億 2,759 万円

・非常備消防施設整備事業（繰越分含）　9,813 万円　

・消防緊急指令装置・無線デジタル化整備事業（繰越分）　

９億 3,420 万円　

教育費

・小学校施設整備事業（繰越分含）　　６億 4,847 万円

・ホール管理事業　３億 8,442 万円

・学校給食管理事業（繰越分含）　５億 1,964 万円

※繰越分とは、平成 25 年度中に完了しなかった事業

の予算を、平成 26 年度に繰り越して実施した事業費

のことです。

　1 人あたりの歳出総額　

約
62

万円

　

平
成
26
年
度
は
市
制
10
周
年
の
節
目
の
年
で

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ
の
基
本
姿
勢
を
中

核
に
「
誇
り
の
持
て
る
住
ん
で
よ
か
っ
た
丹
波

市
」
実
現
に
向
け
て
施
策
を
展
開
す
る
中
、
８

月
に
豪
雨
災
害
が
発
生
。
被
災
者
支
援
と
生
活

再
建
支
援
を
最
優
先
と
す
る
た
め
、
補
正
予
算

を
追
加
計
上
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
取
り

組
ん
だ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
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万
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　納められた税金がどのように使
われ、どのような財政状況なのか。
現在の貯金や借金の説明などを交
え、平成 26 年度の市のお金の使
い道についてお知らせします。

市　民　税 32 億 884 万円
固定資産税 39 億 1,334 万円
軽自動車税 １億 9,380 万円
市たばこ税 ４億 3,848 万円
入　湯　税 14 万円

  市税内訳

　
　
「
安
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し
て
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ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

次
世
代
を
担
う
子
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た
め
第
３
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し
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し
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「
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
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く
り
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「
ふ
る
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起
業
支
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た
ん
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
～
」
を
設
置
し
、
起
業
の
相
談
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経
営
セ
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開
催
し
ま
し
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機
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く
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兵
庫
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指
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形
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手
会
館

（
旧
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す

る
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手
会
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万
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く
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新
し
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ご
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処
理
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設
「
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波
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
稼
働

し
て
い
ま
す
。（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
事

業
3
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億
6
，
0
9
7
万
円
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「
信
頼
さ
れ
る
行
政
」

　

度
重
な
る
不
祥
事
に
よ
っ
て
失
墜
し
た
市
政
に

対
す
る
信
頼
回
復
・
再
発
防
止
に
努
め
、
職
員
一

丸
と
な
っ
て
職
場
風
土
の
改
善
と
人
材
育
成
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

１２３４５

市税
77 億 5,460 万円

地方交付税
142 億 1,293 万円

※１

※２

※３

自主財
源

33 ％

依存財

源
67

%

市債
82 億 300 万円

国 庫・ 県 支 出 金
75 億 9,193 万円

その他
交付金等

歳　入
466億
369万円

23 億 3,673 万円

9 億 2,685 万円

労働費 8,335 万円

19 億 1,054 万円

災害復旧費
10 億 7,700
万円

農
林
水
産
業
費

議会費２億 1,776 万円

※ 10

衛生費
66 億 6,835
万円

総務費
42 億 9,801
万円

民生費
112 億 3,379
            万円

　土木費
33 億 827
万円

消防費

歳　出
419億
3,815 万円

教育費
43 億 9,437
            万円

公債費
54 億 8,313   
　　　万円

商
工
費
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ら
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情
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ら
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情
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情
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ら
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繰入金

繰越金
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特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 － 20.0
下 水 道 特 別 会 計 － 20.0
地方卸売市場特別会計 － 20.0

■健全化判断比率　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

指標名 健全化判断比率 早期健全
化基準

財政再生
基準

①実質赤字比率 － 12.26   20.00
②連結実質赤字比率 － 17.26 30.00
③実質公債費比率 8.4（ 12 位） 25.0    35.0
④将来負担比率 26.1（11 位） 350.0    
※①②については実質赤字額及び連結実質赤字額がないため「－」
としています。
※一般会計と公営事業会計を含めた全会計の歳入と歳出の差引額

（連結実質収支額）は、61 億 1,095 万 7 千円の黒字となっています。
※③④健全化判断比率の (　) 内は県内 41 市町中での順位です。

※資金不足比率とは、水道・下水道などの公営企業会計の資
金不足額の料金収入規模に対する割合です。
※資金不足が生じていないため、「－」としています。

平成 26 年度のまちづくりテーマ

　
　
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に

　
　
取
り
組
み
ま
す

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
の
健
全
性
を

確
認
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
「
健
全

化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不
足
比
率
」
は

毎
年
度
算
定
し
、
監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
、

そ
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も
基
準
を
超
え

る
と
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
や
外

部
監
査
を
義
務
付
け
る
「
早
期
健
全
化
団
体
」

に
移
行
し
、
さ
ら
に
悪
化
す
る
と
破
た
ん
状

態
の
「
財
政
再
生
団
体
」
と
な
り
、
事
実
上

国
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

丹
波
市
の
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

「
健
全
化
判
断
比
率
」
及
び
「
資
金
不

足
比
率
」
は
、
上
記
の
と
お
り
す
べ
て
適
正

な
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

収
支
面
で
は
健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
言
え
ま
す
が
、
経
常
収
支
比

率
及
び
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
指
標
の
動

向
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

合
併
特
例
債
な
ど
の
発
行
額
の
増
加
が
今

後
も
見
込
ま
れ
る
中
、
起
債
発
行
額
の

抑
制
や
繰
上
償
還
な
ど
、
財
政
健
全
化
に
向

け
、
さ
ら
に
取
り
組
み
ま
す
。

【用語解説】

■資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

①実質赤字比率

自治体の収入に対する一般会計などの赤字
割合です。

＊１年間の収入と支出の結果で、赤字だっ
たのか・黒字だったのかを判定します。

②連結実質赤字比率

自治体の収入に対する全会計の赤字割合で
す。

＊全ての会計の１年間における収入と支出
の結果で、赤字だったのか・黒字だったの
かを判定します。

③実質公債費比率

→ 4 ページ参照。

④将来負担比率

自治体の収入に対する外郭団体なども含め
た将来的に負担が見込まれる負債（借入金
残高等）の割合です。

＊借入金残高と基金の状況をもとに将来の
負担が収入に対してどの位の割合なのかを
判定します。

平成26年度決算に基づく健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

と
は
、
家
計
の
や
り
く
り
に
例
え

る
と
、
日
々
の
生
活
に
お
け
る
収
入
と

支
出
の
状
況
や
、
現
在
の
借
金
と
貯
金

の
バ
ラ
ン
ス
を
現
し
た
も
の
で
す
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
の
健
全

性
を
確
認
す
る
た
め
の
目
安
だ
と

お
考
え
く
だ
さ
い

財
政
指
標
っ
て
？

「誇りのもてる住んでよかった丹波市」

「財政指標」

を公表します

貯金（基金）１人あたり 23万円

借金（市債）１人あたり 118万円

◇基金残高

＊大きな事業をするときは、15 年・20 年などローンを
組んで借り入れ、公債費で長期にわたって計画的に返済
します。また、今後の見通しや財政状況などを考慮しな
がら、繰り上げ償還（返済）をすることもあります。

＊丹  波  市 8.4％       前年度比 1.5％悪化 
＊県内平均 10.3％（平成 25 年度数値）

＊自治体の収入に対する借金返済額の割合で、特別会計
への繰出金のうち借入金返済相当分も含んでいます。家
計に例えると、収入に対するローン返済額の割合です。
低いほど余裕があり、高いほど苦しい家計（財政）とな
ります。

＊家庭での貯金と同じく、市でも目的に応じて貯金を
しています。貯金全体の残高は、市発足時（平成 16 年度）
より約 30 億円増えています。

実質公債費比率 [8.4 ％ ]

総額 153 億 5,547 万円

総額 795 億 6,199 万円

81.8 億円： 特定目的基金（特
定の目的のための積立金）
10.5 億円：減債基金（市
債の返済を計画的にする
ための積立金）
46.8 億円：財政調整基金

（年度間の財源の不均衡を
調整するための積立金）

＊一般会計 139 億円の内訳

1

25.0

一部地方債の借入
れが制限される

「起債制限団体」

地方債の発行に県の
許可が必要な「起債
許可団体」

18.0 30

兵庫県
平均
10.3

丹波市
8.4

16 年度      25 年度      26 年度  

億円

170
150
140
120
100
80
60
40
20

経常収支比率 [ 83.0％ ]

＊人件費や公債費など、どうしても必要なお金が収入
全体のどれくらいを占めているかを表します。家計に
例えると、必ず入る収入（給与など）に占める食費や
光熱費などの割合にあたります。低いほど余裕がある
家計（財政）となり、通常 75％以内が理想とされてい
ます。

75 100
丹波市

83.0
兵庫県内市平均

91.6（平成 25 年度数値）

（％）

※一本算定とは、合併した市町村をひとつの自治体として普通交
付税を算定することです。なお、合併後の一定期間に限り、一本
算定した場合と、合併前の市町村の状態にあるものと仮定した合
算額とを比較し、有利な方を採用するのが「合併算定替」です。

（％）
経常収支比率の推移

17 年度　     21 年度   　 22 年度 　  23 年度 　24 年度　  25 年度    26 年度

110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

類似団体

丹波市（一本算定）※

丹波市※

◇市債残高の推移

丹波市

兵庫県内
市平均

財政力指数
[0.44］

丹波市
0.44

兵庫県平均
0.72

０

※県平均は平成 25 年度数値

地方公共団体がどれくら
い自力で財源を調達でき
るかを示すもので、数値
が「１」に近づくほど裕
福な財政とされています。
＊「１」を超えると独自
の収入が十分あり、普通
地方交付税が交付されな
い団体となります。

１

116
→国保（直診勘定）

水道事業

16 年度      22 年度      23 年度　   24 年度　 25 年度　 26 年度

1,061 億円

796 億円

10 年間で△ 265 億円
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５

数字で見る

丹波市の財政力

丹波市
（一本算定）

※

特別会計 31

92
一般会計

123 億円

特別会計 15

159
一般会計

174 億円

153 億円
特別会計 14

139
一般会計
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